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＊ ○ ＊ ○ ＊
　以上、遂行副詞と文剛詞について検討してきたのであるが、文副詞は全部を本稿で扱うことはで
きなかった。　（1977ai　9月7臼）
〈駐〉
①　コンマは、音韻諏の超分節要素と関係するが、ここでは欝及しない。
②　［A］は、問題の文の判定を斑o鋤ant　Aが行ったことを示す。無ormant　Aは大阪外大のRobert　P．　lnglis教
　授。B，　C，　D，　Eは、1977年夏、ハワイ大学で開催されたアメリカ露語学会の夏期セミナーの黒席考で、　B，　Cはア
　アメリカ人男性、D，　Eはアメリカ入女性である。
③Jackend・ff（1972＞の場合、これらの謝詞はSpeaker・oriented　adverbとしている。遂そ予副詞に入れたのは筆
　者の判断による。
④表巾の丸印は生起例があることを示す。＊印は生起すれば非文法的と串掟される場合である．？印は、釘らかの
　問題があるか、生起例が疑わしいことを示す。印のない場所は、筆者が集めた資料の中にその生起例がなかったこ
　とを承す。
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